
Ⅰ　専門分野の成長戦略

その他の分野
その他の分野の取り組みの概要
　■　保健・医療分野
　１．医療ＤＸの推進

　　デジタルヘルスコーディネーターを配置し、医療ＤＸ（オンライン診療やＥＨＲ）を推

　進するとともにオンライン診療を促進するための機器整備の費用などを支援することによ

　り、どの市町村においても在宅医療やオンライン診療を選択できる環境を整備します。

　２．医師、看護職員の育成・確保

　　高知大学への寄附講座設置、看護教員養成講習会等を実施することで、医療人材の育成　　

　を推進します。

　　また、医師や看護師を志望する学生等に対して奨学金を貸与し、県内で就業する医療人

　材の確保を図ります。

　３．医療機関の職場環境等（処遇改善含む）の改善・医師の働き方改革の推進

　　医療機関向けの相談窓口の設置、アドバイザー派遣及び研修会の開催等を実施すること　

　で医療スタッフ全体の離職防止や医療安全の確保を図ります。　　

　■　福祉分野
  １．介護現場の生産性の向上

　　ワンストップ型の総合相談窓口の設置による介護事業所への伴走型支援やICT・ロボット
の導入支援、ノーリフティングケアの推進などにより、事業所における業務効率化や業務改
善を支援し、職員の負担軽減とサービスの質の向上を図ります。

　２．人材育成・キャリアパスの構築

　　高知県福祉・介護事業所認証評価制度のさらなる普及に取り組み、福祉・介護事業所にお
ける人材育成体制やキャリアパスの構築を促進することにより、職員が段階的にスキルアッ
プしながら長く活躍できる職場づくりを推進します。

　３．若い世代に向けた魅力発信（ネガティブイメージの払拭）

　　将来を担う若い世代の人材確保に向けて、福祉関係者と学校が連携した福祉教育の推進や
学生等を対象とした職場体験の充実を図ります。

　４．多様な人材の参入促進

　　外国人介護人材の確保や受入体制整備に向けた支援、シニア層や主婦層などが働きやすい
介護助手の普及などにより、地域における多様な人材の参入促進に取り組みます。　

　■　土木分野
　１．建設業の活性化

　　新規学卒者の県内就職促進については、児童生徒と保護者へのアプローチとして、出前授
業でデジタル化が進む建設業のPRを充実させるとともに、女性活躍に向けた魅力発信の実施
や入札参加資格審査における評価項目の拡充などに取り組みます。
　また、ICT活用による生産性の向上については、ICTを活用した工事をまだ実施していない
中小企業への拡大を図るため、ICT活用工事の指定発注の拡大や、入札時の総合評価方式に
おけるICT活用工事の加点対象工事の拡大など、普及拡大に引き続き取り組みます。

　２．高知新港の振興

　　高知新港の利活用の促進に向けて、物流面ではベースカーゴの安定確保や新たな外航コン
テナ航路の誘致を図ることに加え、さらなる利便性の強化に向けて内航航路の誘致に取り組
みます。観光面では、寄港地観光メニューの充実や他県港湾と連携した多様なクルーズの誘
致により、西日本太平洋側における国際クルーズ拠点を目指します。
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（
新

規
：
3
、

継
続

：
4
）

・
W

L
B

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

R
5
参

加
者

：
5
施

設
1
6
名

・
看

護
管

理
者

養
成

研
修

事
業

　
R

6
参

加
者

：
2
1
病

院
、

2
8
名

　
　

　
　

　
　

　
　

（
う

ち
新

規
1
3
病

院
）

・
離

職
理

由
は

人
間

関
係

、
健

康
上

の
問

題
が

多
い

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
就

労
環

境
改

善
に

取
り

組
む

医
療

機
関

を
増

や
す

こ
と

が
必

要
・
就

労
環

境
改

善
の

取
り

組
み

を
横

展
開

す
る

策
が

必
要

・
看

護
業

務
の

効
率

化
、

看
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

実
現

し
た

取
り

組
み

を
発

表
で

き
る

機
会

の
場

の
提

供
（
就

労
環

境
改

善
の

取
り

組
み

の
横

展
開

）
【
R

6
～

R
9
】

・
看

護
部

長
等

看
護

管
理

者
の

能
力

の
向

上
と

病
院

経
営

へ
の

参
画

を
目

的
に

「
看

護
管

理
者

養
成

研
修

事
業

」
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

4
へ

き
地

等
の

集
会

施
設

及
び

診
療

所
の

活
用

を
含

め
た

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
体

制
が

構
築

さ
れ

て
い

る
市

町
村

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

在
宅

療
養

推
進

課
調

べ

7
市

町
（
Ｒ

5
）

7
市

町
（
Ｒ

6
）

3
4
市

町
村

（
Ｒ

9
）

○
中

山
間

地
域

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
の

実
施

・
宿

毛
市

、
土

佐
清

水
市

の
医

療
機

関
に

対
し

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

導
入

を
支

援
・
宿

毛
市

に
お

い
て

看
護

師
が

ヘ
ル

ス
ケ

ア
モ

ビ
リ

テ
ィ

で
患

者
宅

や
集

会
施

設
を

訪
問

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
を

実
施

・
室

戸
市

、
須

崎
市

は
独

自
に

ヘ
ル

ス
ケ

ア
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
整

備

○
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

の
理

解
促

進
・
医

療
従

事
者

向
け

の
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

の
研

修
を

実
施

○
中

山
間

地
域

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
の

実
施 ・
医

師
等

へ
の

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
な

ど
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

導
入

の
た

め
の

ノ
ウ

ハ
ウ

（
外

来
診

療
と

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
と

の
両

立
方

法
や

E
H

R
の

活
用

等
）
を

普
及

す
る

こ
と

が
必

要
・
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

は
採

算
性

が
低

く
、

「
専

用
機

器
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
整

備
」
な

ど
に

追
加

の
コ

ス
ト

が
か

か
る

た
め

、
医

療
機

関
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

支
援

策
の

検
討

が
必

要

・
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

専
用

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
整

備
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

・
デ

ジ
タ

ル
ヘ

ル
ス

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
医

師
等

）
を

配
置

し
、

医
療

機
関

の
医

療
Ｄ

Ｘ
（
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

の
導

入
や

Ｅ
Ｈ

Ｒ
の

活
用

等
）
推

進
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

・
へ

き
地

等
の

集
会

施
設

及
び

診
療

所
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

体
制

の
構

築
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
保
健
医
療
）
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
介

護
事

業
所

の
ＩＣ

Ｔ
導

入
率

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
R

4
介

護
事

業
所

実
態

調
査

（
3

年
毎

）
の

結
果

を
基

準
値

と
し

て
推

計
し

た
事

業
所

数
と

デ
ジ

タ
ル

化
支

援
事

業
費

補
助

実
績

か
ら

算
出

し
た

想
定

値
で

確
認

3
8
.6

％
（
R

4
.7

）
4
8
.9

％
（
R

6
）

6
0
％

（
R

9
）

１
　

介
護

事
業

所
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

促
進

　
・
導

入
支

援
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
　

  
に

よ
る

個
別

支
援

　
・
ＩＣ

Ｔ
機

器
等

の
導

入
経

費
に

対
す

る
助

成
　

　
　

IC
T
導

入
率

　
R

5
：
4
5
.3

％
２

　
ノ

ー
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
ケ

ア
の

推
進

　
・
福

祉
機

器
等

導
入

経
費

に
対

す
る

助
成

や
施

  
  

設
で

取
り

組
み

を
リ

ー
ド

す
る

リ
ー

ダ
ー

等
養

  
  

成
研

修
の

実
施

　
　

　
介

護
事

業
所

の
実

践
率

　
R

4
：
3
7
.7

％

１
　

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

の
推

進
　

①
官

民
協

働
に

よ
る

新
た

な
推

進
体

制
の

構
築

　
②

事
業

所
の

生
産

性
向

上
や

経
営

の
大

規
模

化
・

　
　

 協
働

化
に

取
り

組
む

事
業

所
へ

の
支

援
強

化
　

③
IC

T
導

入
事

業
所

の
拡

大

１
　

介
護

現
場

の
生

産
性

の
向

上
　

①
介

護
現

場
革

新
会

議
の

設
置

【
R

6
】

　
②

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

型
総

合
相

談
窓

口
の

設
置

に
よ

る
支

援
の

強
化

　
　

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

活
用

や
働

き
方

改
革

な
ど

事
業

所
の

業
務

改
善

に
向

け
た

相
談

対
応

や
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
事

業
所

の
生

産
性

向
上

や
経

営
の

大
規

模
化

・
協

働
化

に
取

り
組

む
事

業
所

へ
の

専
門

家
に

よ
る

伴
走

型
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
③

デ
ジ

タ
ル

化
の

促
進

　
　

・
ＩＣ

Ｔ
機

器
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
経

費
に

対
す

る
助

成
制

度
の

拡
充

【
R

6
～

R
9
】

2
認

証
福

祉
・
介

護
事

業
所

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
認

証
福

祉
・
介

護
事

業
所

数
の

時
点

実
績

値

2
5
4
事

業
所 （
H

3
0
～

R
4
）

2
2
5
事

業
所 （
H

3
0
～

R
6
）

5
5
0
事

業
所 （
H

3
0
～

R
9
）

１
　

福
祉

・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
推

進
　

・
良

好
な

職
場

環
境

の
整

備
に

取
り

組
み

、
県

が
定

め
た

一
定

の
基

準
を

達
成

し
て

い
る

事
業

所
を

認
証

　
・
認

証
取

得
に

向
け

た
事

業
者

の
取

り
組

み
を

サ
ポ

ー
ト

（
セ

ミ
ナ

ー
・
個

別
相

談
会

・
個

別
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）

　
　

認
証

取
得

事
業

所
　

　
　

H
3
0
：
認

証
開

始
→

R
6
：
4
0
法

人
2
2
5
事

業
所

１
　

福
祉

・
介

護
事

業
所

に
お

け
る

人
材

育
成

体
制

や
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

構
築

に
向

け
た

支
援

　
①

福
祉

研
修

体
系

の
再

構
築

　
②

認
証

福
祉

・
介

護
事

業
所

の
さ

ら
な

る
拡

大
　

　
・
認

証
評

価
制

度
の

県
民

認
知

度
の

向
上

　
　

　
　

県
民

認
知

度
：
9
.5

％
（
R

3
意

識
調

査
（
R

4
.2

）
）

１
　

人
材

育
成

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

構
築

　
①

関
係

機
関

と
の

協
働

化
に

よ
る

高
知

県
全

体
の

福
祉

研
修

体
系

の
強

化
　

　
・
福

祉
研

修
実

施
機

関
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

に
よ

る
高

知
県

全
体

の
福

祉
研

修
体

系
の

再
構

築
【
R

6
】
　

　
②

福
祉

・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
推

進
  

　
・
良

好
な

職
場

環
境

の
整

備
に

取
り

組
み

、
県

が
定

め
た

一
定

の
基

準
を

達
成

し
て

い
る

事
業

所
を

認
証

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
認

証
取

得
に

向
け

た
事

業
者

の
取

り
組

み
を

サ
ポ

ー
ト

（
セ

ミ
ナ

ー
・
個

別
相

談
会

・
個

別
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
福

祉
・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
県

民
認

知
度

向
上

に
向

け
た

広
報

強
化

【
R

6
～

R
9
】

3
学

校
の

福
祉

教
育

の
実

施
回

数
（
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
実

績
値

年
間

2
8
回

（
R

4
）

年
間

4
1
回

（
R

6
）

年
間

4
0
回

（
R

9
)

１
　

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
イ

メ
ー

ジ
の

払
拭

　
・
福

祉
・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

や
ノ

ー
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
ケ

ア
の

認
知

度
向

上
　

・
ふ

く
し

フ
ェ

ア
の

開
催

等
に

よ
る

福
祉

の
仕

事
の

魅
力

発
信

２
　

福
祉

教
育

の
推

進
　

・
高

校
訪

問
に

よ
る

福
祉

の
仕

事
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

（
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
）

　
・
小

・
中

・
高

校
生

を
対

象
に

職
能

団
体

等
が

行
う

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
対

す
る

助
成

１
　

将
来

を
担

う
若

い
世

代
に

向
け

た
良

好
な

福
祉

・
介

護
職

場
の

「
見

え
る

化
」
や

福
祉

の
魅

力
発

信
　

①
介

護
の

仕
事

の
イ

メ
ー

ジ
や

社
会

的
評

価
の

向
　

　
 上

に
向

け
た

情
報

発
信

　
②

福
祉

関
係

者
と

学
校

が
連

携
し

た
福

祉
教

育
の

  
  

  
推

進
　

③
学

生
等

を
対

象
と

し
た

職
場

体
験

の
充

実
や

資
格

  
  

  
取

得
支

援

１
　

若
い

世
代

に
向

け
た

魅
力

発
信

（
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

イ
メ

ー
ジ

の
払

拭
）

　
①

介
護

の
仕

事
の

イ
メ

ー
ジ

や
社

会
的

評
価

の
向

上
に

向
け

た
情

報
発

信
　

　
・
（
再

掲
）
福

祉
・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
県

民
認

知
度

向
上

に
向

け
た

広
報

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
介

護
の

仕
事

と
魅

力
の

発
信

【
R

6
～

R
9
】

　
②

福
祉

関
係

者
と

学
校

が
連

携
し

た
福

祉
教

育
の

推
進

　
　

・
福

祉
関

係
者

に
よ

る
学

校
の

福
祉

教
育

へ
の

連
携

体
制

の
構

築
【
R

6
】

　
　

・
福

祉
関

係
者

と
協

力
し

た
学

校
に

お
け

る
福

祉
教

育
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
③

学
生

等
を

対
象

と
し

た
職

場
体

験
の

充
実

や
資

格
取

得
支

援
　

　
・
進

路
選

択
を

考
え

る
高

校
生

を
対

象
と

し
た

資
格

取
得

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

校
生

を
対

象
と

し
た

訪
問

介
護

（
生

活
援

助
サ

ー
ビ

ス
）
の

資
格

取
得

か
ら

就
労

体
験

ま
で

の
実

証
【
R

6
～

R
7
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
福
祉
）

96



５
か

年
加

速
化

対
策

土
木
分
野
（
建
設
業
）
の
取
り組
み
の
概
要

　　 　　 　　

Ⅰ
　人
材
確
保
策
の
強
化

(１
)児

童
生

徒
と保

護
者

へ
の

アプ
ロー

チ
強

化
(２

)魅
力

発
信

の
強

化
(３

)女
性

や
外

国
人

材
な

どの
人

材
確

保
の

　　
  支

援
(４

)働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

 

　イ
ン

フラ
分

野
の

Ｄ
Ｘ

推
進

■
建

設
業

は
、県

民
の

安
全

・安
心

の
確

保
と、

地
域

の
活

力
増

進
を

図
り、

県
民

が
将

来
に

希
望

を
も

って
暮

らせ
る

県
土

づ
くり

を
推

進
す

る
うえ

で
、不

可
欠

な
産

業
。

■
建

設
業

が
各

地
域

で
持

続
的

に
発

展
して

い
くこ

とは
、地

域
の

防
災

力
の

維
持

・向
上

に
つ

な
が

る
とと

も
に

、地
域

の
雇

用
を

確
保

し、
県

経
済

活
性

化
の

下
支

え
に

も
寄

与
す

る
こと

か
ら、

産
業

振
興

計
画

と連
携

し、
「高

知
県

建
設

業
活

性
化

プ
ラン

」に
お

い
て

、人
材

確
保

や
生

産
性

向
上

に
向

け
た

取
り組

み
を

進
め

る
。

県
経
済
の
活
性
化

児
童
生
徒
と保
護
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化

出
前

授
業

に
お

け
る

授
業

内
容

の
充

実
（

デ
ジ

タル
化

が
進

む
建

設
業

の
PR

強
化

）
土

木
工

事
１

日
体

験
の

開
催

時
期

の
見

直
し及

び
参

加
募

集
の

周
知

拡
大

女
性
や
外
国
人
材
な
どの
人
材
確
保
の
支
援

働
き

方
改

革
支

援
研

修
に

女
性

活
躍

の
内

容
を

追
加

イ
ン
フラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進

総
合

評
価

方
式

に
お

け
る

評
価

項
目

「I
CT

活
用

工
事

の
推

進
」の

対
象

工
事

の
拡

大
IC

Tの
活

用
を

必
須

とす
る

工
事

の
対

象
工

種
や

発
注

件
数

の
拡

大
若

者
や

女
性

も
活

躍
で

き
る

デ
ジ

タル
技

術
に

関
す

る
研

修
機

会
の

拡
大

１ ２ ３

Ⅱ
　生
産
性
向
上
の
推
進

必
要
な
公
共
事
業
の
実
施

Ｒ
７
年
度
の
主
な
取
り
組
み

建
設
業
活
性
化
プ
ラ
ン

取
り
組
み
の
展
開
イ
メ
ー
ジ

　国
の

「防
災

・減
災

、国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策
」な

どの
予

算
を

最
大

限
活

用
し、

道
路

や
河

川
、港

湾
な

どの
イン

フラ
整

備
を推

進

南
海

トラ
フ地

震
な

ど大
規

模
災

害
に

備
え

る
と

とも
に

、地
域

の
産

業
・観

光
振

興
な

どに
寄

与

四
国

横
断

自
動

車
道

黒
潮

佐
賀

IC
予

定
地

高
知

港
 防

波
堤

延
伸

５
か

年
加

速
化

対
策

３
か

年
緊

急
対

策

（
人
）

9
,2

5
2

 
5

,3
6

9
 

2
,2

5
4

 
2

,0
2

1
 

2
,1

4
5

 

3
1

,3
2

9
 

2
6

,9
7

9
 

1
9

,3
0

3
 

1
6

,6
4

3
 

1
4

,6
1

5
 

6
,7

3
2

 

5
,7

2
5

 

6
,2

9
8

 
7

,6
5

7
 

8
,2

9
6

 

0
 

5
,0

0
0

 

1
0

,0
0

0
 

1
5

,0
0

0
 

2
0

,0
0

0
 

2
5

,0
0

0
 

3
0

,0
0

0
 

3
5

,0
0

0
 

4
0

,0
0

0
 

4
5

,0
0

0
 

5
0

,0
0

0
 

H
1

2
H

1
7

H
2

2
H

2
7

R
2

4
7

,3
1

3

（
5
8
.3
%
）

（
8
.6
%
）

（
1
4
.2
%
）

（
6
6
.2
%
）

（
1
9
.6
%
）

（
1
5
.0
%
）

（
7
0
.9
%
）

（
1
4
.1
%
）

（
2
2
.6
%
）

（
6
9
.3
%
）

（
8
.1
%
）

（
2
9
.1
%
）

（
6
3
.2
%
）

（
7
.7
%
）

（
3
3
.1
%
）

38
,0

73

2
7

,8
5

5
2

6
,3

2
1

25
,0

56

（
人
）

■
60
歳
以
上
 
■
30
～
59
歳
 
■
15
～
29
歳

人
材
確
保

生
産
性
向
上

必
要
な
公
共
事
業
の
実
施

１
　県
内
総
生
産
の
構
成
比
（
R3
）

建
設

業
の

県
内

総
生

産
に

占
め

る
割

合
　H

20
:6

.6
%

　⇒
　R
3:
8.
9%

（
+
2.
3%

）

２
　民
間
投
資
お
よ
び
公
共
投
資
の
構
成
比
（
令
和
５
年
度
計
）

３
　建
設
業
の
従
事
者
数
（
年
齢
階
層
別
）

高
知

県
に

お
け

る
建

設
業

の
従

事
者

数
は

、大
き

く減
少

。ま
た

、若
年

層
の

割
合

も
減

少

出
典

：
総

務
省

　国
勢

調
査

を
も

とに
作

成

出
典

：
県

民
経

済
計

算

拡 拡拡 拡 拡拡

0
 

1
0
,0

0
0
 

2
0
,0

0
0
 

3
0
,0

0
0
 

4
0
,0

0
0
 

5
0
,0

0
0
 

6
0
,0

0
0
 

7
0
,0

0
0
 

8
0
,0

0
0
 

9
0
,0

0
0
 

事
業

費
（
百

万
円

） H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

R
3

R
4

R
5

県
公

共
工

事
に

関
す

る
予

算
額

の
推

移
（
土

木
部

一
般

会
計

最
終

予
算

の
一

般
公

共
事

業
及

び
単

独
事

業
の

推
移

）

住
　

　
宅

公
園

・
下

水

都
　

　
市

砂
　

　
防

河
川

・
海

岸
港

　
　

湾

道
　

　
路

５
か
年
加
速
化
対
策

３
か
年
緊
急
対
策

出
典

：
国

土
交

通
省

　建
設

総
合

統
計

年
度

報

高
知

県
で

の
公

共
投

資
の

割
合

は
約

70
%

で
、全

国
や

他
の

四
国

３
県

よ
りも

、
公

共
投

資
の

占
め

る
割

合
が

多
い

　

公 共 投 資

7 0 % 以 上

<
労

働
生

産
性

の
全

国
比

（
R3

：
高

知
県

÷
全

国
）

>

0
.
9
4

0
.
7
0

1
.
1
2

0
.
7
1

1
.
0
3
1
.
0
1

0
.
8
2

0
.
0
0

0
.
2
0

0
.
4
0

0
.
6
0

0
.
8
0

1
.
0
0

1
.
2
0

農
林

水
産
業

製
造
業

建
設
業

卸
売
・

小
売
業

宿
泊
・

飲
食

サ
ー
ビ

ス
業

保
健
衛

生
・
社

会
事
業

計

出
典

：
県

民
経

済
計

算

 

製
造
業
（
8
.
9
%
）

建
設
業
（
8
.
9
%
）

公
務
（
7
.
8
%
）

専
門
・
科
学
技
術
、
業
務
支

援
サ
ー
ビ
ス
業
（
6
.
1
%
）

教
育
（
5
.
5
%
）

運
輸
・
郵
便
業

（
4
.
7
%
）

金
融
・
保
険
業

（
3
.
9
%
）

情
報
通
信
業

（
3
.
1
%
）

宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
（
1
.
9
%
）

農
林
水
産
業

（
3
.
0
%
）

保
健
衛
生
・

社
会
事
業

（
1
4
.
5
%
）

卸
・
小
売
業

（
1
1
.
8
%
）

不
動
産
業

（
1
0
.
5
%
）

年
度

97



N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1

高
校

生
の

就
職

者
数

に
占

め
る

県
内

建
設

業
へ

の
就

職
率

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
学

校
基

本
調

査
（
年

次
デ

ー
タ

）
※

月
次

及
び

四
半

期
デ

ー
タ

の
確

認
方

法
な

し

1
1
.5

%
（
R

4
）

1
2
.1

%
（
R

5
）

1
5
%

（
R

9
）

1
　

児
童

生
徒

と
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

○
出

前
授

業
の

実
施

　
　

･R
5
：
1
0
土

木
事

務
所

管
内

　
　

・
R

6
：
全

1
2
土

木
事

務
所

管
内

　
○

現
場

見
学

会
の

実
施

　
　

･R
5
：
2
3
人

　
　

・
R

6
：
2
5
人

　
　

（
保

護
者

・
教

員
含

む
）

　
○

こ
う

ち
建

設
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

　
　

･R
5
：
来

場
者

約
4
,0

0
0
人

　
　

　
・
R

6
：
来

場
者

約
5
,0

0
0
人

2
　

魅
力

発
信

　
○

魅
力

発
信

動
画

の
制

作
 　

 ・
R

5
「
か

つ
お

と
さ

お
り

の
建

設
あ

れ
こ

　
　

　
　

　
れ

！
」

　
　

　
　

「
現

場
の

力
飯

vo
l.3

」
　

  
・
R

6
「
か

つ
お

と
さ

お
り

の
建

設
あ

れ
こ

　
　

　
　

　
れ

！
」

　
　

　
　

「
現

場
の

力
飯

vo
l.4

」

3
　

働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

　
○

入
札

参
加

資
格

審
査

や
総

合
評

価
に

お
　

　
　

け
る

優
遇

制
度

の
検

討
　

　
・
R

5
：
入

札
参

加
資

格
審

査
に

お
い

て
、

　
　

　
　

　
　

「
ユ

ー
ス

エ
ー

ル
」
、

「
え

る
ぼ

し
」
の

認
　

　
　

　
　

定
事

業
者

へ
の

加
点

を
開

始
　

　
・
R

6
：
入

札
参

加
資

格
審

査
に

お
い

て
、

　
　

　
　

　
「
男

性
育

休
」
を

評
価

項
目

に
追

加
　

○
週

休
2
日

制
モ

デ
ル

工
事

の
拡

大
　

　
・
R

5
：
1
,0

0
0
万

円
以

上
の

工
事

を
原

則
、

　
　

　
　

　
「
発

注
者

指
定

型
」
の

対
象

　
　

・
R

6
：
全

工
事

を
原

則
「
発

注
者

指
定

型
」
の

　
　

　
　

　
対

象
に

拡
大

1
　

児
童

生
徒

と
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

○
出

前
授

業
の

実
施

　
 ・

授
業

内
容

の
充

実
が

必
要

　
○

現
場

見
学

会
の

実
施

　
 ・

参
加

者
の

増
が

必
要

2
　

魅
力

発
信

　
　

 女
性

も
活

躍
で

き
る

業
界

で
あ

る
こ

と
の

P
R

が
必

要

3
　

働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

　
○

入
札

参
加

資
格

審
査

や
総

合
評

価
に

お
け

る
　

　
 　

優
遇

制
度

の
検

討
　

 ・
優

遇
制

度
の

追
加

拡
充

　
○

週
休

2
日

制
モ

デ
ル

工
事

の
拡

大
　

 ・
さ

ら
な

る
拡

大
に

向
け

た
取

り
組

み
の

検
討

1
　

児
童

生
徒

と
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

○
出

前
授

業
の

実
施

　
 ・

中
学

校
（
市

町
村

教
育

委
員

会
）
や

高
知

県
建

設
業

協
会

と
の

連
携

を
強

化
し

、
全

土
木

事
務

所
（
1
2
事

務
所

）
管

内
で

実
施

【
R

6
】

　
 ・

デ
ジ

タ
ル

化
が

進
む

建
設

業
を

P
R

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

拡
充

【
R

7
】

　
○

現
場

見
学

会
の

実
施

  
 ・

参
加

対
象

者
を

高
校

生
か

ら
中

高
生

に
拡

大
【
R

6
】

  
 ・

開
催

時
期

の
見

直
し

及
び

参
加

募
集

の
周

知
拡

大
【
R

7
】

　
○

こ
う

ち
建

設
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

  
 ・

中
高

生
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

出
店

ブ
ー

ス
（
同

世
代

で
あ

る
農

業
高

校
や

商
業

高
校

の
出

店
な

ど
）
の

検
討

【
R

6
】

2
　

魅
力

発
信

 　
・
新

た
な

魅
力

発
信

動
画

の
制

作
【
R

6
】

 　
・
高

知
の

魅
力

発
信

事
業

（
広

報
広

聴
課

）
と

連
携

し
、

女
性

活
躍

に
焦

点
を

当
て

た
P

R
の

実
施

【
R

7
】

3
　

働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

　
○

入
札

参
加

資
格

審
査

や
総

合
評

価
に

お
け

る
優

遇
制

度
の

検
討

　
（
入

札
参

加
資

格
審

査
）

  
  
・
評

価
項

目
（
男

性
育

休
）
の

新
設

【
R

6
】

　
  
・
評

価
項

目
（
男

性
育

休
）
の

拡
充

【
R

7
】

　
（
総

合
評

価
）

  
  
・
加

点
対

象
（
若

手
技

術
者

・
女

性
技

術
者

の
配

置
）
工

事
の

拡
大

【
R

6
】

　
○

週
休

2
日

制
工

事
の

拡
大

　
 ・

「
発

注
者

指
定

型
」
に

よ
る

週
休

2
日

制
モ

デ
ル

工
事

を
原

則
、

全
て

の
工

事
に

適
用

【
R

6
】

　
 ・

月
単

位
の

発
注

者
指

定
型

の
枠

組
み

を
検

討
【
R

7
】

2

IC
T
活

用
工

事
の

実
施

事
業

者
数 【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
四

半
期

ご
と

に
、

出
先

事
務

所
に

対
し

て
IC

T
活

用
工

事
の

実
施

状
況

を
調

査
し

、
事

業
者

数
を

確
認

A
:1

7
社

B
:9

7
社

C
: 
9
社

（
H

2
9
～

R
4
）

A
:2

0
社

B
:1

0
5
社

C
:1

1
社

（
H

2
9
～

R
5
）

A
: 
2
0
社

B
:1

3
7
社

C
: 
3
3
社

（
H

2
9
～

R
9
）

1
 I
C

T
活

用
工

事
の

普
及

拡
大

　
・
IC

T
活

用
工

事
の

試
行

要
領

（
H

2
9
～

）
　

・
IC

T
活

用
工

事
の

実
施

要
領

（
R

6
～

）
　

・
IC

T
活

用
工

事
の

対
象

工
種

を
拡

大
  
 ～

R
5
：
1
7
工

種
  
 ～

R
6
：
1
9
工

種
　

・
IC

T
活

用
工

事
を

 県
内

全
域

で
横

展
開

す
　

 る
た

め
現

場
見

学
会

を
開

催
  
  
R

3
～

R
4
：
1
2
回

開
催

、
参

加
2
1
7
人

  
  
R

5
：
1
0
回

開
催

、
参

加
者

9
8
人

  
  
R

6
：
9
回

開
催

、
1
3
4
人

　
・
IC

T
活

用
工

事
の

実
施

件
数

は
増

加
傾

向
　

　
R

4
：
1
5
0
件

　
　

R
5
：
1
7
1
件

2
　

新
技

術
を

活
用

で
き

る
人

材
育

成
　

・
現

場
技

術
者

向
け

の
実

践
的

な
研

修
等

　
　

を
実

施
  
  
３

次
元

設
計

デ
ー

タ
作

成
、

IC
T
測

器
の

　
　

操
作

、
橋

梁
点

検
等

に
関

す
る

新
技

術
　

　
の

操
作

　
等

　
　

R
4
：
1
0
1
名

  
  
 R

5
：
1
3
0
名

  
  
 R

6
：
1
5
6
名

1
 I
C

T
活

用
工

事
の

普
及

拡
大

　
・
中

小
企

業
へ

の
IC

T
活

用
の

拡
大

2
 新

技
術

を
活

用
で

き
る

人
材

育
成

　
・
増

加
す

る
新

た
な

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
対

応
し

た
　

　
研

修
の

拡
充

1
 I
C

T
活

用
工

事
の

普
及

拡
大

　
IC

T
技

術
を

活
用

し
建

設
現

場
の

生
産

性
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

働
き

方
改

革
を

推
進

し
、

若
年

層
に

対
し

て
　

建
設

業
の

魅
力

を
P

R
す

る
こ

と
で

、
建

設
業

界
へ

の
入

職
を

促
進

　
・
IC

T
活

用
工

事
の

指
定

発
注

の
対

象
工

種
や

発
注

件
数

を
拡

大
【
R

7
】

　
・
入

札
時

の
総

合
評

価
方

式
に

お
い

て
IC

T
活

用
工

事
の

施
工

を
加

点
す

る
対

象
工

事
を

拡
大

【
R

7
】

2
 新

技
術

を
活

用
で

き
る

人
材

育
成

　
若

者
や

女
性

も
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
活

躍
で

き
る

建
設

業
の

推
進

　
・
若

者
や

女
性

も
活

躍
で

き
る

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
関

す
る

研
修

を
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
最

新
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
関

す
る

研
修

を
実

施
（
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
る

配
筋

の
出

来
形

確
認

な
ど

）
【
R

6
～

R
9
】

　
・
研

修
機

会
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

研
修

内
容

の
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
土
木
）
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
高

知
新

港
の

コ
ン

テ
ナ

取
扱

数
（
実

入
り

）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
高

知
新

港
コ

ン
テ

ナ
貨

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

確
認

（
月

次
）

8
,0

4
0
T
E
U

(R
4
)

9
,0

9
0
T
E
U

(R
6
)

3
5
,0

0
0
T
E

U
(R

9
)

１
　

航
路

の
維

持
・
定

着
に

必
要

な
ベ

ー
ス

カ
ー

ゴ
の

安
定

確
保

　
・
既

存
荷

主
等

に
対

す
る

高
知

新
港

活
用

に
　

　
向

け
た

働
き

か
け

　
・
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

制
度

の
拡

充
　

・
ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

対
象

企
業

の
選

定

コ
ン

テ
ナ

取
扱

数
　

R
2
：
過

去
最

高
の

1
0
,1

9
9
T
E
U

　
R

5
：
8
,8

0
8
T
E
U

　
R

6
：
9
,0

9
0
T
E
U

２
　

新
規

航
路

の
誘

致
　

・
R

5
：
C

M
A

 C
G

M
(C

N
C

)に
よ

る
新

規
定

期
　

　
航

路
が

就
航

（
R

6
.5

月
休

止
）

３
　

コ
ン

テ
ナ

航
路

の
充

実
に

必
要

な
施

設
整

備
　

・
7
-
1
岸

壁
増

深
工

事
の

早
期

実
施

に
向

け
た

　
　

国
へ

の
要

望

１
　

航
路

の
維

持
・
定

着
に

必
要

な
ベ

ー
ス

カ
ー

ゴ
の

安
定

確
保

　
・
既

存
航

路
の

寄
港

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
安

定
化

　
・
高

知
新

港
の

利
便

性
の

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

２
　

新
規

航
路

の
誘

致
　

・
誘

致
に

向
け

た
貨

物
デ

ー
タ

等
の

整
理

・
分

析

３
　

コ
ン

テ
ナ

航
路

の
充

実
に

必
要

な
施

設
整

備
　

・
増

深
工

事
の

実
施

に
向

け
た

国
へ

の
要

望

１
　

航
路

の
維

持
・
定

着
に

必
要

な
ベ

ー
ス

カ
ー

ゴ
の

安
定

確
保

　
・
既

存
荷

主
に

対
す

る
高

知
新

港
の

さ
ら

な
る

活
用

の
働

き
か

け
【
R

6
～

R
9
】

　
・
ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

候
補

企
業

リ
ス

ト
な

ど
を

活
用

し
て

県
内

外
の

新
規

荷
主

確
保

に
向

け
た

営
業

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

社
や

通
関

事
業

者
な

ど
、

荷
主

以
外

へ
の

営
業

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

２
　

新
規

航
路

の
誘

致
　

・
船

社
へ

の
外

航
コ

ン
テ

ナ
航

路
の

誘
致

に
向

け
た

取
り

組
み

【
R

6
～

R
9
】

　
・
内

航
航

路
の

誘
致

・
定

着
に

向
け

た
貨

物
の

集
荷

【
R

6
～

R
9
】

３
　

コ
ン

テ
ナ

航
路

の
充

実
に

必
要

な
施

設
整

備
　

・
7
-
1
岸

壁
増

深
工

事
の

実
施

に
向

け
た

国
と

の
調

整
【
R

6
～

R
9
】

2
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

(年
度

)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
寄

港
実

績
を

確
認

（
年

次
）

1
5
回

(R
4
)

5
3
回

（
R

6
)

5
0
回

(R
9
)

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
地

と
し

て
の

定
着

化
・
発

展
　

・
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

を
踏

ま
え

た
　

　
ク

ル
ー

ズ
船

の
受

入
れ

　
・
多

様
な

ク
ル

ー
ズ

の
誘

致
　

R
6
寄

港
回

数
：
5
3
回

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
地

と
し

て
の

定
着

化
・
発

展
　

・
コ

ロ
ナ

禍
で

激
減

し
た

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
の

　
 回

復
及

び
定

着
化

と
受

入
体

制
の

強
化

　
・
リ

ピ
ー

タ
ー

向
け

の
新

た
な

寄
港

地
観

光
メ

ニ
ュ

ー
　

　
 の

開
発

　
・
客

船
タ

ー
ミ

ナ
ル

等
の

利
便

性
の

強
化

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
地

と
し

て
の

定
着

化
・
発

展
　

・
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

の
実

施
な

ど
に

よ
る

新
た

な
寄

港
地

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
提

案
【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

内
外

の
ク

ル
ー

ズ
見

本
市

へ
の

出
展

や
船

社
訪

問
な

ど
に

よ
る

高
知

新
港

の
露

出
の

さ
ら

な
る

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
他

県
港

湾
と

連
携

し
、

大
型

・
小

型
、

カ
ジ

ュ
ア

ル
・
ラ

グ
ジ

ュ
ア

リ
ー

、
発

着
地

の
別

な
ど

に
対

応
し

た
寄

港
ル

ー
ト

を
提

案
【
R

6
～

R
9
】

　
・
港

湾
関

係
者

、
県

内
事

業
者

と
連

携
し

、
安

心
安

全
か

つ
高

知
ら

し
い

お
も

て
な

し
に

よ
る

客
船

受
入

れ
【
R

6
～

R
9
】

  
・
客

船
タ

ー
ミ

ナ
ル

内
の

飲
食

を
可

能
に

す
る

床
改

修
等

に
よ

る
利

便
性

の
向

上
【
R

7
～

R
9
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
土
木
）
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